
令和 7 年 3 月 31 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 東大阪市吉松2-4-10

実施日程 令和6年10月4日（金）13：00～15：30

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

利用者数 10名

＜目的＞

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

・求人票の見方・模擬面接と履歴書の書き方の振り返り

利用者にとってのメリット

・求人票の見方、検索の仕方を知る

＜成果＞

実施した結果

・本人の希望に沿う求人・検索方法を身につけれた。

得られた成果

・個人個人の強みに合った求人票の見方も知れた。

課題点 ・将来像を描き、就職への意欲を高める

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

・Ｎ.Ａさん 自分の就きたい仕事の探し方等ポイントを聞けて良かった。・Ｓ.Ｍさん 模擬面接で色々気になった部分の疑問に答えて貰えて勉強になった。

・Ｋ.Oさん　履歴書の添削等自分でも気付かなかった間違った書き方を指摘してもらえて非常に勉強になった。

・M.Mさん（女性）　求人票の見方や自分のやりたい仕事の探し方等色々勉強になりました。

・J.Yさん　履歴書の書き方、身だしなみを整える事の重要性を知れて大変勉強になりました。

・Y.Kさん(男性)　求人票のリサーチ方法や面接に向けてのアプローチの仕方など色々取り入れて就職活動に活かしていきたい。

・M.Mさん（男性）　自分に合った仕事の探し方就職先へのリサーチ等のアプローチ方法を知れて良かった。

・K..Sさん　求人表の見方や企業へのリサーチ不足を指摘されたので調べる事の大切さを学べて良かったです。

・Y.Kさん(女性)　履歴書を書く上で退社ではなく退職と書くなどの注意点や、学歴は最終だけで良い事等の基本的な事をしっかり学べて良かったです。

・H.Yさん  面接に向けての心構えや企業の下調べや求人票の見方など準備の仕方を勉強できて良かったです。

担当者からの意見としまして、前回の模擬面接会を受けて心構えが少し向上しているように感じました。中
にはまだ集中力が持続出来ずにいた利用者もいたので、機会を増やして一般就職に前向きになれるようにし
て行ければとの事。

ハローワーク専門援助部門担当者から、求人票の見方・模擬面接と
履歴書の書き方の振り返り。

実際の就活専門援助部門担当者からの実践を踏ま
えた模擬面接を実施していただき、緊張感を持っ
て臨まれる姿があった。

利用者からの意見・評価

連携先企業（担当者） ハローワーク布施　専門援助部門担当者

連携の頻度はもちろんの事、利用者からのリクエストを取り入れる等、ハローワーク担当者と密とな
り研修の質を高め連携していくこと。

住　所 大阪府東大阪市吉松2-4-10 管理者名 大垣　拓美

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 06-6730-9980 対象年度 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ワークセンター えがお 事業所番号 2715004418

様式２様式２様式２様式２様式２


